
　＜業務改善のための取組＞
　　・職員会議をペーパーレス化する。　　・職員朝礼の回数を削減する。　　・校内や対外的行事を精選する。
　　・校務支援システム等を活用して本校や教員同士の情報共有を行い、効率化を図る。
　　・月曜日をノー残業デーとし、他の曜日も20時までには退勤する。
　　・部活動活動時間を、平日２時間程度、休日３時間程度とし、週２日間休養日とし生徒の負担軽減を図るとともに、教職員全員が部活動指導に
　　　あたることで、顧問の負担軽減を図る。

保護者・
地域の願い

教師の願い
生徒の実態

①「授業中に積極的に聞いたり、話したりし
　ている」と答える生徒８０％以上
②「１人１台末端を活用している」と答える
　教員１００％以上
③「家庭でも読書や学習に取り組んでいる」
　と答える生徒・保護者８０％以上

①「行事や委員会、係の仕事に責任を持って
　取り組んでいる」と答える生徒９０％以上
②「子どもが相手のことを考えて発言や行動
　を取ることができている」と答える保護者
　８０％以上
③「将来の夢や目標に向けて見通しをもって
　粘り強く取り組めるようキャリア教育に努
　めた」と答える教員１００％以上

①「体育や部活動など、積極的に運動に取り
　組んでいる」と答える生徒８０％以上
②「規則正しい生活習慣が身についている」
　と答える保護者８０％以上
③「事故・犯罪・災害・病気から、自分を正
　しく守る方法を知っている」と答える生徒
　９０％以上

①「地域のために役立つ活動に積極的に取り
　組んでいる」と答える生徒１００％以上
②「学校からのたよりやホームページから知
　りたい情報を得ることができる」と答える
　保護者９０％以上
③「子どもとネット社会に潜む危険性につい
　て話し合いをした」と答える保護者９０％
　以上

【数値目標】

①言語活動の充実を図り、主体的・対話的で
　深い学びの実現に向けて、授業改善に努め
　る。
②少人数の特性を生かし、１人１台末端を活
　用して個に応じた指導を行い、すべての生
　徒に学ぶ楽しさ、わかる喜び、できた感動
　を味わわせる。
③読書や家庭学習について適切に指導し、読
　書生活や家庭学習を習慣化させる。

【教育目標】自ら学び、自ら考え、たくましく生きる生徒の育成

　　    ○ 自ら学び、自ら考える生徒

　 　   ○ 創造力を高め、心豊かな生徒

　　    ○ 心身ともに健康で、たくましい生徒

【具体的な取り組み】

◎主体的に学ぶ生徒の育成
○少人数を生かした学習指導の充実
○読書・家庭学習の習慣化の定着

①行事や委員会、分校活動などを通して、互
　いを認め合う態度や思いやりの心を育て、
　また、主体的に考えて行動し、最後まで責
　任を持ってやり遂げる生徒を育てる。
②道徳教育を充実させ、安心して学校生活が
　送れる居場所や、相談しやすい環境をつく
　り、いじめ・不登校の未然防止に努める。
③将来の夢や目標に向けて、見通しをもって
　粘り強く取り組む態度を育成する。
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【めざす生徒像】

越前市武生第二中学校　坂口分校

（１）「深い学び」のために

【重点項目】

（４）「家庭・地域との深いつながり」のために

①体育や部活動等を通して、積極的に運動に
　取り組めるよう環境を整え、運動好きな生
　徒を育成する。
②目と歯の健康を守る取組を推進し、家庭と
　連携し、食事や睡眠など規則正しい生活の
　リズムを習慣化させる。
③命の尊さと命を守る方法を理解させ、身近
　に起きる事故・犯罪・災害・病気から身を
　守る態度を育成する。

①地域の行事等に積極的に参加し、坂口を活
　性化させる活動等を通して、郷土に親しみ
　を持ち、大切にする生徒を育成する。
②学年だよりやホームページ等を通して、積
　極的に家庭や地域に情報を発信する。
③ネット社会の危険性について知らせ、家庭
　と連携してインターネット利用上のルール
　を守る態度を育成する。

◎ふるさとを大切にする生徒の育成
○開かれた学校づくり
○情報モラル教育の推進

◎主体的に考え行動する生徒の育成
○居心地のよい学校・学級づくり
○キャリア教育の充実

（２）「しなやかな心」のために （３）「健やかな体」のために

◎積極的に運動に取り組む生徒の育成
○健全な生活習慣の定着
○命の尊さと安全教育の充実


